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夏はプールが良いね！

ふわふわ、つかめるかな？

須 小学校

　さぁ！田植えだ。
　　みんなで田植えするぞ！

玉川第一小学校

認定こども園たまかわクックの森

玉川中学校

平和な学び

体験と学びの夏！体験と学びの夏！
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審議議案と各議員の賛否　　　　　　　　　　　　　　　　　　全会一致で賛成のため、個別の賛否は省略しました。
議案番号 議　案　名 採決 内　容　等
報告第１号 繰越明許費（令和６年度一般会計） 報告 4ページに記載

報告第２号 令和６年度上水道事業会計予算繰越計算書 報告 　　　〃

報告第３号 令和６年度農業集落排水事業会計予算繰越計算書 報告 　　　〃

議案第 21号 専決処分の承認を求めること
（専決第１号　令和６年度一般会計補正予算（第７号）） 承認 ５ページに記載

議案第 22号
専決処分の承認を求めること
（専決第２号　令和６年度介護保険特別会計補正予算（第
４号））

承認 歳入歳出それぞれ 37万円を増額し、
予算総額 76,684 万円とする。

議案第 23号
専決処分の承認を求めること
（専決第３号　令和６年度後期高齢者医療特別会計補正
予算（第３号））

承認 歳入歳出それぞれ 63万円を減額し、
予算総額 7,325 万円とする。

議案第 24号
専決処分の承認を求めること
（専決第４号　令和６年度宅地造成事業特別会計補正予
算（第１号））

承認 歳入歳出それぞれ 655 万円を減額
し、予算総額 651 万円とする。

議案第 25号 税条例の一部を改正する条例 可決
所得控除「特定親族特別控除」
の 創 設、 軽 自 動 車 税 に お け る
二輪車の車両区分見直し等の改正

議案第 26号 税特別措置条例の一部を改正する条例 可決
地域経済牽引事業を実施する民間事
業者に対して、固定資産税の課税免
除の適用期限を延長する改正

議案第 27号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ５ページに記載

議案第 28号 令和７年度一般会計補正予算（第１号） 可決 　　　〃

議案第 29号 令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 　　　〃

議案第 30号 農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 可決 　　　〃

請願第３号 地方財政の充実・強化を求める意見書提出請願書 採択 18ページに記載

請願第４号
「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災
児童生徒の十分な就学支援を求める意見書」の提出を求
める請願書

採択 　　　〃

陳情第１号 国に対し「選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書」
提出についての陳情 不採択 　　　〃

陳情第２号 国に対し「女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批
准を求める意見書」提出についての陳情 不採択 　　　〃

発議第２号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出 可決 　　　〃

発議第３号 「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生
徒の十分な就学支援を求める意見書の提出 可決 　　　〃

玉川村議会 ６月定例会

議会だよりに議会だよりにご意見・ご感想をお寄せくださいご意見・ご感想をお寄せください
議会広報編集特別委員会では、紙面の活
性化や、議会活動へご理解をいただけるよ
う、議会だよりへのご意見やご感想を募集し
ております。
皆さんからいただいたご意見・ご感想を参

考に、読みやすく、村政を身近に感じていただ
けるような議会だよりを目指していきます。

QRコードを読み
取ってください。

議会を傍聴しませんか
　６月定例会の傍聴人数  17人 
（令和７年累計傍聴人数 35人）

次回の定例会は９月上旬を予定

読みやすくするため、議案名を一部省略しています。
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令
和
６
年
度
上
水
道
事

業
会
計
の
予
算
繰
越

令
和
６
年
度
農
業
集
落

排
水
事
業
会
計
の
予
算

繰
越

報
告
第
２
号

報
告
第
３
号

令
和
６
年
度
一
般
会
計　

繰
越
明
許
費

6月定例会 提出議案等6月定例会 提出議案等

あらまし
　

玉
川
村
議
会
６
月
定
例
会
は
６
月
６
日
か
ら
12
日

ま
で
７
日
間
の
会
期
で
開
催
。

　

今
定
例
会
で
は
、
報
告
３
件
を
は
じ
め
、
議
案
10

件
が
提
出
さ
れ
、
初
日
に
は
須
釡
村
長
よ
り
提
案
理

由
の
説
明
が
あ
っ
た
。
議
案
10
件
の
う
ち
、
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
議
案
４
件
、
令
和
７
年
度
補
正

予
算
に
関
す
る
議
案
２
件
に
つ
い
て
は
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
、
請
願
２
件
、
陳
情
２
件
に
つ
い
て
も
審

議
し
た
。

報
告
第
１
号

費 目 事業名 翌年度繰越額

農 業 費

農業機械共同利用促進支援事業 4,000,000

担い手づくり支援事業 5,500,000

ため池緊急浚渫推進事業 194,500,000

商 工 費

中小企業等エネルギー価格高騰対策支援事業 15,000,000

街路灯LED化支援事業 2,500,000

原油価格高騰対策運送事業者支援事業 2,000,000

乙字ヶ滝公園駐車場用地取得事業 60,000,000

土木総務費 緊急自然災害防止対策事業 30,000,000

道路橋梁費 社会資本整備総合交付金事業 108,735,000

住 宅 費 公営住宅長寿命化事業 0

消 防 費 玉川村地域防災力強化事業 16,453,000

教育総務費 学校給食負担軽減事業 2,560,000

保健体育費 玉川村地域防災力強化事業 14,970,000

合計 456,218,000

繰
越
明
許
費
っ
て
な
に
？

年
度
内
に
支
出
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
経
費
に
つ
い
て

は
、
特
別
に
、
議
会
の
議
決
を
得

て
翌
年
度
１
年
間
に
限
り
、
繰
越

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
し

く
み
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
予
算
で
計
上
し
て
い
た

上
記
の
表
に
示
す
13
の
事
業
に
つ

い
て
、
工
期
の
延
長
な
ど
様
々
な

理
由
で
執
行
で
き
な
か
っ
た
予
算

を
、
令
和
７
年
度
に
繰
り
越
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

建
設
改
良
費
と
し
て
総
額

２
億
１
千
20
万
円
が
、令
和

７
年
度
の
事
業
予
算
へ
繰
越

さ
れ
た
。

　

玉
川
地
区
の
農
業
集
落
排

水
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
て
お
り
、こ
れ
に
係
る
工

事
費
。

　

建
設
改
良
費
と
し
て
総

額
４
億
１
千
７
１
５
万
円

が
、
令
和
７
年
度
の
事
業

予
算
へ
繰
越
さ
れ
た
。

こ
の
金
額
の
う
ち

３
億
７
千
９
７
０
万
円

が
、
水
道
未
普
及
地
域
解

消
事
業
と
し
て
四
辻
新
田

地
域
内
の
上
水
道
施
設
工

事
費
、
３
千
７
４
５
万
円

は
、
玉
川
地
区
の
農
業
集

落
排
水
関
連
事
業
で
現
在

の
配
水
管
の
布
設
替
工
事

の
費
用
。

議会議会
メモメモ

（円）令和６年度から繰越した事業（一般会計）
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農
業
委
員
の
任
命
に
同
意

予
算
審
査
特
別
委
員
会

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
１
号)

令
和
７
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予

算(

第
１
号)

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正

新任　渡
わたなべ

邉 秋
あき お

男 氏（四辻新田）

議
案
第
27
号

議
案
第
30
号

議
案
第
28
号

議
案
第
29
号

繰
越
明
許
費
と
違
っ
て
上
水

道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事

業
の
繰
越
と
は
？

玉
川
村
で
は
上
水
道
や
農
業
集

落
排
水
を
地
方
公
営
企
業
法
に
お

け
る
公
営
企
業
と
し
て
運
営
し
て
い

て
、特
別
会
計
に
よ
る
独
立
採
算
制

を
採
用
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
料
な

ど
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た

め
、一般
会
計
と
は
異
な
っ
て
、繰
越

金
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
お

金
が
財
源
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

議
会
へ
報
告
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
た
定
額
減
税

補
足
給
付
金
事
業
の
実
施

な
ど
、
３
千
２
４
９
万
円

　

今
年
度
の
納
付
金
額
が

確
定
し
、
令
和
６
年
度
の

決
算
状
況
も
見
通
し
が

立
っ
た
こ
と
で
、
歳
入
歳

出
に
１
４
９
万
８
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
は

６
億
８
千
１
９
４
万
円
。

　

特
別
交
付
税
や
事
業
費

が
確
定
し
た
こ
と
に
よ

り
、
歳
入
歳
出
と
も
に

１
億
５
千
４
９
２
万
６
千

円
を
減
額
し
、
令
和
６

結
局
、
支
払
う
国
民
健
康
保

険
税
は
高
く
な
る
の
？
安
く

な
る
の
？

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
給

付
費
分
と
高
齢
者
支
援
金
分
と
介

護
給
付
費
分
を
合
算
し
て
い
ま
す
。

　

税
額
の
算
出
に
は
、
前
年
中
の

所
得
に
応
じ
て
計
算
す
る
所
得
割

額
、
国
保
の
加
入
者
数
に
応
じ
て

計
算
す
る
均
等
割
額
、
一
世
帯
当

た
り
で
計
算
す
る
平
等
割
額
の
各

税
率
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課
長
か
ら

転
入
転
出
や
社
保
加
入
等
に
よ

り
、
税
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
１
人
当
た
り
の
仮
算
定

で
の
調
定
額
で
比
較
す
る
と
、
改

正
前
の
令
和
６
年
度
の
国
保
税
は

１
人
当
た
り
年
額
９
万
７
６
５

円
に
対
し
、
改
正
後
は
年
額

10
万
２
９
４
円
と
、
９
５
２
９
円

増
額
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
国
保

税
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
繰
越

金
等
を
活
用
し
最
低
限
の
引
き
上

げ
に
抑
え
、
負
担
軽
減
に
努
め
ま

し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
保
険
税

を
課
税
す
る
に
あ
た
り
、保

険
税
率
の
改
正
を
行
う
ほ

か
、国
民
健
康
保
険
法
の
施

行
令
等
の
改
正
に
伴
い
、賦

課
限
度
額
の
引
き
上
げ
、及

び
所
要
の
条
文
改
正
。

　

令
和
７
年
３
月
末
で
農
業

委
員
会
委
員
１
名
の
辞
任
に

伴
い
、
新
た
な
委
員
を
任
命

す
る
。

を
増
額
し
、
令
和
７
年
度

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は

47
億
49
万
円
。

専
決
処
分
っ
て
な
に
？

　

議
会
で
の
議
決
を
も
っ
て
決
め

ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
、
村
長
な
ど

地
方
公
共
団
体
の
長
が
、
緊
急
時

や
軽
微
な
事
項
に
お
い
て
、
議
会

の
代
わ
り
に
決
定
す
る
行
為
を
い

い
ま
す
。

　

専
決
処
分
は
あ
く
ま
で
も
例
外

的
な
措
置
で
乱
用
は
で
き
ま
せ

ん
。
専
決
処
分
を
行
っ
た
後
に
は

議
会
へ
報
告
し
、
承
認
を
得
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

会
計
年
度
が
変
わ
る
と
、
前
年

度
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
費
や
、
国

や
県
か
ら
の
補
助
金
等
が
確
定
す

る
な
ど
、
後
に
な
っ
て
か
ら
分
か

る
金
額
も
多
く
、
次
年
度
の
予
算

に
も
影
響
し
ま
す
。
こ
の
た
め
前

年
度
の
予
算
額
を
確
定
さ
せ
る
た

め
に
専
決
処
分
で
補
正
予
算
と
し

て
調
整
し
ま
す
。
議
会
は
専
決
処

分
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
審
査

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
７
号)

議
案
第
21
号

年
度
の
予
算
総
額
は

50
億
１
千
８
６
０
万
円
。

専専
決
処
分
の
承
認

議会
メモ

議会
メモ

議会
メモ
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村政ここがききたいここがききたい
８人の議員が質問８人の議員が質問

　一般質問とは、議員が村長など執行機関に対し、行政全般にわたる施策の状況や方針　一般質問とは、議員が村長など執行機関に対し、行政全般にわたる施策の状況や方針
などについて説明や報告を求めるものです。などについて説明や報告を求めるものです。
　住民を代表しての発言の場であることから、大きな関心と期待を持たれる大事な議員　住民を代表しての発言の場であることから、大きな関心と期待を持たれる大事な議員
活動でもあります。活動でもあります。

1 大羅　　将 １.　熱中症から村民の命を守って
２.　公共施設の予約をスマホから ７ページ

2 林　　芳子 １.　「生理の貧困」の解消を
２.　次世代のたまかわづくり ８ページ

3 堀越　美保 １.　子どもを育てる地域力 ９ページ

4 飯島　三郎 １.　四辻新田の道路拡幅整備を 10ページ

5 佐久間　福男 １.　もっと、たまかわの魅力発信を１.　もっと、たまかわの魅力発信を 11ページ

6 岩谷　幸雄 １.　公共施設、インフラ資産の整備に 12ページ

7 小針　善誠 １.　遊休農地がもたらす課題の解決を 13ページ

8 円谷　兼一 １.　放課後児童クラブ運営の統合は 14ページ

※一般質問各ページは、質問した議員が執筆しております。※一般質問各ページは、質問した議員が執筆しております。

一般質問
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ご意見はこちら

一
般
質
問

問　
昨
年
度
の
熱
中
症
の

発
生
状
況
を
み
て
、
今
後

の
対
策
は
。

答　
熱
中
症
の
危
険
が
高

ま
る
時
期
に
合
わ
せ
て
、

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
や
対
策

の
情
報
を
、
村
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
て
情
報
提
供
を

行
う
。
高
齢
者
に
は
保
健

師
の
講
話
等
に
よ
る
注
意

喚
起
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

啓
発
グ
ッ
ズ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
と
連
携
し
て

家
庭
訪
問
等
の
各
種
支
援

を
行
う
。

問　
個
人
へ
の
エ
ア
コ
ン

購
入
や
電
気
料
金
な
ど
の

補
助
金
等
の
支
援
は
。

答

既
に
自
分
自
身
の
資

金
で
設
置
し
て
い
る
方
や
、

身
体
的
な
事
情
に
よ
り
設

置
が
困
難
の
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
不
公
平
感
が
生
じ
な
い

こ
と
が
大
切
と
考
え
、
現
段

階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
（
指
定
暑
熱
避
難
施

設
）
の
設
置
の
考
え
は
。

答　
本
村
で
は
「
ふ
く
し

ま
涼
み
処
」
と
し
て
、
た

ま
か
わ
文
化
体
育
館
内

「
ク
ッ
ク
ち
ゃ
ん
文
庫
」
を

含
む
５
箇
所
が
登
録
さ
れ

て
い
る
。ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
は
一
定
の
要
件
を

満
た
す
施
設
を
村
と
し
て

指
定
が
で
き
る
た
め
、
要

件
を
満
た
し
た
商
業
店
舗

へ
村
商
工
会
と
と
も
に
協

力
要
請
を
行
い
、
一
つ
で

も
多
く
指
定
で
き
る
よ
う

に
進
め
て
住
民
の
安
心
安

全
に
取
り
組
む
。

問　
本
村
の
公
共
施
設
の

予
約
方
法
、
予
約
申
し
込

み
方
法
に
お
け
る
各
施
設

【
振
り
返
っ
て
】
大
羅　

将

　

熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬

送
人
員
を
、
０
人
に
な
る

よ
う
に
各
種
支
援
を
進

め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
公

共
施
設
の
予
約
シ
ス
テ
ム

サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す

る
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
Ｄ

Ｘ
化
で
、
デ
ジ
タ
ル
に
よ

り「
生
活
が
よ
り
良
く
な
っ

た
」
と
村
民
が
実
感
で
き

る
村
づ
く
り
を
期
待
し
て

い
く
。

質問に込めた想い
令和6年の全国における熱中症による救急搬送人員は過去最多。
本村でも対策はしているが、６人の方が熱中症により救急搬送されました。
搬送人員減少、初期症状の早期発見や重症化を防ぐ取り組みをしてほしい。

熱中症から村民の命を守って熱中症から村民の命を守って

で
の
差
異
は
。

答　
当
時
の
施
設
設
置
目

的
な
ど
に
よ
り
公
共
施
設

設
置
条
例
や
要
綱
の
違
い
、

利
用
申
請
方
法
や
許
可
方

法
の
違
い
が
生
じ
て
い
る
。

問　
公
共
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
サ
ー
ビ
ス
の
一
本
化

に
対
す
る
、
今
後
の
方
向

性
は
。

答　

利
便
性
の
観
点
か

ら
、
同
種
の
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
し
て
い
る
市
町
村
も

あ
り
、
将
来
的
に
本
村
で

も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
認
識
し
て
い
る
。
今
後

は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド

の
解
消
の
必
要
性
や
既
存

シ
ス
テ
ム
の
改
廃
、
費
用

対
効
果
の
面
な
ど
、
総
合

的
に
検
討
し
調
査
研
究
し

て
い
く
考
え
。

問　
住
民
の
利
便
性
や
利

用
率
の
増
加
、
職
員
の
業

務
効
率
化
の
考
え
は
。

答　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導

入
に
よ
り
、
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
将
来
的
に
は
、

村
民
の
誰
も
が
不
公
平
感

問

本
村
の
公
共
施
設
のの

公
共
施
設
の
予
約
を

公
共
施
設
の
予
約
を

ス
マ
ホ
か
ら

ス
マ
ホ
か
ら

大
お お ら

羅 将
ひとし

議員

生涯学習拠点 たまかわ文化体育館

な
く
活
用
で
き
る
「
気
が

付
け
ば
デ
ジ
タ
ル
」
と
い

う
世
界
観
を
実
現
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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一
般
質
問

問　
第
１
回
目
の
令
和
５

年
度
福
島
県
男
女
共
生
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
生
理
用
品
の
提

供
に
つ
い
て
。

答

50
パ
ッ
ク
の
生
理
用

品
の
提
供
。
14
パ
ッ
ク
を

配
布
し
、
残
り
は
村
保
健

セ
ン
タ
ー
で
保
管
。

問　
第
２
回
目
の
令
和
６

年
度
72
パ
ッ
ク
の
配
布
に

つ
い
て
。

答

玉
川
中
学
校
の
女
子

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
設

置
し
、
週
１
度
の
在
庫
確

認
と
補
充
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
７
年
５
月
末
時
点
で

17
パ
ッ
ク
の
残
あ
り
。

問　
中
学
校
の
み
の
配
布

と
し
た
理
由
は
。

答

県
男
女
共
生
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
提
供
は
数
に

限
り
が
あ
る
た
め
そ
の
有

効
性
を
検
討
し
、
中
学
校
の

方
が
対
象
者
が
多
く
使
用

頻
度
も
高
い
と
判
断
し
た
。

問　
小
学
校
を
含
め
た
公

共
施
設
等
へ
の
設
置
の
考

え
は
。

答　
今
ま
で
相
談
や
問
い

問　
今
年
度
「
地
域
活
性

化
起
業
人
制
度
」
を
導
入

し
た
経
緯
は
。

答　
「
た
ま
か
わ
創
生
総

合
戦
略
」に
基
づ
い
た
様
々

な
施
策
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
本
制
度
が
重
要
な

役
割
を
果
た
す
も
の
と
判

断
し
導
入
し
た
。

問　
こ
の
制
度
利
用
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
柔
軟
な
対
応
が
可
能

で
、
今
後
村
が
目
指
す
持

続
可
能
な
地
域
社
会
、
地

域
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

そ
の
基
盤
を
築
く
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。
デ
ジ
タ
ル
人
材
は

業
務
の
効
率
化
や
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
る
利
便
性
の
向

上
が
あ
る
。

問　
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
た
め
の
研
修
は
。

答　
現
在
企
業
人
に
よ
る

合
わ
せ
は
な
か
っ
た
が
近

日
中
に
調
査
を
行
い
現
状

を
把
握
し
た
上
で
検
討
し

た
い
。

【振
り
返
っ
て
】
林　

芳
子

「
生
理
の
貧
困
」
は
簡
単

な
よ
う
だ
け
ど
、
と
て
も
デ

リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
も
あ

る
。
取
り
組
み
の
方
向
性
が

決
ま
れ
ば
、
皆
が
住
み
た
く

な
る
村
に
な
れ
る
は
ず
。

質問に込めた想い
今までタブーとされていた「生理の貧困」。女性を皆で守っていかないと次
へは繋がらないので、自治体・村民一体として取り組むべきことの一つとし
たい。

「生理の貧困」の解消を「生理の貧困」の解消を

次
世
代
の
た
ま
か
わ

次
世
代
の
た
ま
か
わ

づ
く
り

づ
く
り

各
課
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
、

ア
ナ
ロ
グ
で
行
っ
て
い
る

も
の
の
洗
い
出
し
を
し
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務

の
効
率
化
を
検
討
中
。

問

研
修
等
が
職
員
の
負
担

に
な
っ
た
場
合
の
措
置
は
。

答

地
方
公
務
員
に
義
務

付
け
さ
れ
て
い
る
研
修
等

も
多
く
あ
る
た
め
各
課
長
、

係
長
等
を
中
心
に
調
整
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

林
はやし

芳
よし こ

子 議員

保健センター女性トイレに
設置された生理用品

企業人事務所
女性相談窓口
〇女性のための相談支援センター　℡024-522-1010（平日9時～21時）
〇県中保健福祉事務所　　　　　　℡0248-75-7809（平日8時30分～17時15分）
〇こころの健康相談ダイヤル　　　℡0570-064-556（平日9時～17時）

問　
村
防
災
倉
庫
の
備
蓄

品
と
し
て
衛
生
用
品
（
生

理
用
品
・
紙
お
む
つ
等
）

は
あ
る
の
か
。

答　
現
時
点
で
衛
生
用
品

の
備
蓄
品
は
な
い
が
、
今

後
計
画
的
に
整
備
し
た
い
。

問　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
よ
う
に
常
に
あ
る

も
の
と
と
ら
え
、
使
用
期

限
等
を
考
慮
し
、
有
効
活

用
を
お
願
い
し
た
い
。

答　
ど
う
い
う
形
で
整
備

し
て
い
く
の
が
い
い
か
、

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

保健センタ 女性トイレに
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一
般
質
問

利用者が増えてきた
すがまプラザ交流センター

問　
児
童
生
徒
数
の
減
少

が
進
む
中
、
地
域
と
連
携
し

た
教
育
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
が
。

答　
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
連
携
し
て
「
生
き
る
力
」

を
育
む
教
育
を
推
進
。
園
・

小
・
中
の
連
携
、
個
別
指
導

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
進
め
、

地
域
人
材
も
授
業
・
部
活
動

に
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
教

育
を
展
開
し
て
い
る
。

問　
具
体
的
な
取
り
組
み

と
、
今
後
の
方
向
性
は
。

答　

学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

や
、
農
業
・
武
道
体
験
な
ど
、

地
域
人
材
が
多
様
な
学
び
を

支
援
。
地
域
の
思
い
が
子
ど

も
た
ち
に
伝
わ
り
、「
地
域

の
学
校
」
と
し
て
の
実
感
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、
今
後
も

連
携
を
深
め
て
い
く
。

問　
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
、
成
人
ま
で
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
が
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
と
、
移

住
・
定
住
の
促
進
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
。

子どもを育てる地域力子どもを育てる地域力

答　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
母
子
健
康
相

談
な
ど
妊
娠
か
ら
子
育
て
に

関
す
る
支
援
を
実
施
。ま
た
、

今
年
度
か
ら
新
た
に
「
遠
方

出
産
支
援
助
成
事
業
」
と
、

「
生
殖
補
助
医
療
交
通
費
支

援
事
業
」の
２
事
業
を
開
始
。

誕
生
祝
金
や
中
学
生
国
内
研

修
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
支
援
も
継
続
し
て

い
る
。

問　
企
業
協
賛
を
活
用
し

た
子
育
て
支
援
の
し
く
み
は

ど
う
か
。
使
途
が
明
確
で
地

域
の
未
来
に
直
結
す
る
点
で

企
業
に
と
っ
て
も
意
義
が
あ

り
、
村
に
と
っ
て
も
新
た
な

形
と
し
て
、
第
６
次
玉
川
村

振
興
計
画
に
掲
げ
る
「
協
働

の
村
づ
く
り
の
推
進
」
に
も

通
じ
る
が
。

答　
企
業
協
賛
を
活
用
し

た
子
育
て
支
援
は
有
意
義
な

考
え
方
で
あ
り
、
実
際
に
環

境
整
備
等
の
協
賛
金
を
受
け

た
実
績
が
あ
る
。
今
後
は
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

の
仕
組
み
も
含
め
調
査
研
究

を
進
め
て
い
く
。

問　
す
が
ま
プ
ラ
ザ
住
宅

エ
リ
ア
を
ど
の
よ
う
に
魅
力

あ
る
住
宅
地
と
し
て
展
開
し

て
い
く
の
か
。

答　
す
が
ま
プ
ラ
ザ
交
流

セ
ン
タ
ー
は
、「
職
・
住
・
遊
・

学
」
を
備
え
た
複
合
施
設
と

し
て
整
備
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
利
用
が
増
え
る
な
ど
、

地
域
の
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ

つ
つ
あ
る
。
今
後
は
周
辺
施

設
や
空
き
店
舗
の
活
用
も
含

め
、
さ
ら
な
る
機
能
充
実
と

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

問

こ
の
エ
リ
ア
に
お
け
る

移
住
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　

ま
た
、
今
後
、
子
育
て
世

帯
を
含
む
移
住
者
が
地
域
づ

く
り
の
担
い
手
と
な
る
こ
と

を
見
据
え
、
地
域
と
の
関
わ

り
の
構
築
と
そ
の
支
援
に
つ

い
て
伺
う
。

答

移
住
支
援
金
、
子
育
て

世
帯
へ
の
加
算
な
ど
の
財
政

支
援
を
実
施
。
た
ま
か
わ
く

ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

【
振
り
返
っ
て
】
堀
越
美
保

　

子
ど
も
た
ち
に
も
「
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
の
び
の
び
と

学
び
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
が
大
切
。

　

地
域
・
学
校
・
行
政
・
企

業
が
支
え
合
い
、
あ
た
た
か

な
支
援
体
制
を
築
い
て
い
け

た
ら
と
考
え
る
。

質問に込めた想い
人口減少や世代構成が変化する中、子どもたちの学びの場や子育て支援、地
域に根ざした住環境づくりなど、次世代を支える環境整備の重要性が増して
きている。こうした状況を踏まえ、今後の方針を伺った。堀

ほりこし

越 美
み ほ

保 議員

は
、
相
談
体
制
を
整
備
。
移

住
者
を
地
域
づ
く
り
の
「
作

り
手
」
と
し
て
促
し
、
新
た

な
視
点
と
地
域
の
力
を
融
合

さ
せ
た
村
づ
く
り
を
進
め
る
。

今
後
は
関
係
人
口
の
創
出
も

含
め
、
参
画
を
支
え
る
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

利用者が増えてきた
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一
般
質
問

狭あい箇所が多い取上峠

問　
四
辻
地
区
の
村
道
Ⅰ

-

７
号
線
か
ら
取
上
峠
を
通

り
、
須
賀
川
市
上
小
山
田

地
区
の
隣
接
す
る
須
賀
川

市
へ
の
道
路
拡
幅
整
備
に

つ
い
て
須
賀
川
市
へ
要
望

や
村
長
の
考
え
は
。

答　
村
道
Ⅰ-

７
号
線
は

延
長
が
約
1.2
㎞
、
車
道
幅

員
が
全
線
で
５
ｍ
以
上
で
、

全
路
線
舗
装
済
の
道
路
で

あ
り
、
四
辻
新
田
地
区
の

住
民
に
と
っ
て
は
、
須
賀

川
市
に
通
じ
る
生
活
道
路

と
し
て
、
重
要
な
路
線
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
村

道
Ⅰ-

７
号
線
先
の
須
賀

川
市
道
に
つ
い
て
は
、
未

改
良
区
間
が
約
２
㎞
あ
り
、

特
に
玉
川
村
境
ま
で
の
約

1.5
㎞
は
、幅
員
狭
小
で
カ
ー

ブ
も
多
く
、
車
両
の
す
れ

違
い
も
困
難
な
道
路
状
況

で
あ
る
。
須
賀
川
市
民
の

利
用
、
特
に
玉
川
村
方
面

へ
の
交
通
量
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
須
賀
川
市
に
お

け
る
改
良
計
画
は
な
い
と

の
こ
と
だ
が
、
本
村
の
状

況
等
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
須
賀
川
市
へ
説
明
し
て

い
く
考
え
で
い
る
。
な
お
、

四
辻
新
田
地
区
か
ら
の
救

急
搬
送
等
に
つ
い
て
は
、

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
石
川

母
畑
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
経
由
し
、
平
田
村
や
白

河
市
、
須
賀
川
市
や
郡
山

市
の
救
急
病
院
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
る

の
で
、
同
路
線
の
一
部
幅

員
狭
小
部
の
改
良
に
つ
い

て
は
今
後
も
県
に
要
望
し

て
い
く
。

問　
須
賀
川
市
道
が
整
備

さ
れ
れ
ば
四
辻
新
田
地
区

だ
け
で
な
く
、
青
井
沢
地

区
の
方
も
使
用
で
き
る
の

で
、
県
の
方
に
も
働
き
か

質問に込めた想い
四辻新田地区の主要道路（県道飯野・三春・石川線）の整備（拡幅）が必
要。急病人が救急車両で、須賀川市内の総合病院に搬送される際は、県道飯
野・三春・石川線を南下し、遠回りしないと行くことができない状況。

四辻新田の道路拡幅整備を四辻新田の道路拡幅整備を

け
る
べ
き
と
思
う
が
、
村

長
の
考
え
は
。

答　

道
路
の
整
備
状
況

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
が

あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

県
と
定
期
的
な
意
見
交
換

会
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
県
や
石
川
土
木
事
務
所
、

県
中
建
設
事
務
所
等
と
個

別
に
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

問　
県
道
飯
野
・
三
春
・

石
川
線
も
ま
だ
カ
ー
ブ
も

多
い
が
そ
の
と
こ
ろ
の
考

え
は
。

答　
県
道
飯
野
三
春
石
川

線
の
一
部
幅
員
狭
小
部
の

改
良
に
つ
い
て
い
は
、
今

後
も
県
に
引
き
続
き
要
望

し
て
い
く
。

飯
いいじま

島 三
さぶろう

郎 議員

【
振
り
返
っ
て
】
飯
島
三
郎

　

急
病
人
が
救
急
搬
送
さ

れ
る
際
に
、道
路
が
繋
が
っ

て
い
る
か
、
繋
が
っ
て
い

な
い
か
で
、
助
け
ら
れ
る

命
が
助
け
ら
れ
な
く
な
る

状
態
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
村
長
が
考
え
る
「
道

路
＝
命
の
道
」
と
い
う
考

え
の
も
と
、
道
路
整
備
を

行
っ
て
ほ
し
い
。
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一
般
質
問

問
岩
法
寺
地
内
、
観
音
山
頂

上
の
広
大
な
平
地
を
情
報
発
信

や
利
活
用
に
県
か
ら
借
り
受
け

有
効
活
用
す
る
考
え
は
。

答
こ
の
場
所
は
、
福
島
空

港
公
園
未
供
用
区
域
に
あ
た

り
使
用
制
限
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
空
港
事
務
所
へ
使
用
承

認
申
請
を
行
い
承
認
を
得
る

こ
と
で
使
用
可
能
。「
サ
イ
ク

ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
た
ま
か
わ
」
が

ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
の
一
部
で
使

用
、
現
時
点
で
当
該
地
を
使

用
し
た
事
業
計
画
は
な
い
が
、

魅
力
的
な
場
所
で
あ
る
た
め

県
と
連
携
を
図
り
、
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問　
今
後
、
調
査
研
究
し
て

い
く
う
え
で
当
該
地
を
開
放
し

空
港
公
園
内
イ
ベ
ン
ト
や
各
種

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
取
り

入
れ
て
は
ど
う
か
。

答
空
港
が
一
望
出
来
る
素
晴

ら
し
い
土
地
、
玉
川
村
の
魅
力

ア
ッ
プ
に
大
変
重
要
と
感
じ
て

い
る
。
当
該
地
を
活
用
し
最
大

限
の
魅
力
と
い
う
形
で
発
信
し

た
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
具
体

化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
手
続
き
や
調
整
も
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
ま
さ
に
調
査

研
究
し
て
し
て
い
く
。

問　
当
該
地
を
上
空
、
機
内
か

ら
見
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

演
出
な
ど
の
考
え
は
。

答
魅
力
的
な
広
大
な
敷
地
、

上
空
か
ら
見
て
新
た
な
魅
力
に

す
る
面
白
い
発
想
。
例
え
ば
花

い
っ
ぱ
い
に
し
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

加
え
る
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
あ

り
方
が
よ
い
か
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　
台
湾
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便

で
来
県
さ
れ
て
い
る
台
湾
旅
行

客
を
受
入
れ
、
魅
力
を
発
信
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

答
本
年
４
／
11
〜
４
／
13

ま
で
の
２
泊
３
日
、
村
内
事
業

者
主
催
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ

ア
ー
が
開
催
さ
れ
14
名
が
参

加
。
自
転
車
で
桜
を
巡
り
参
加

者
か
ら
好
評
を
得
た
。
今
後
、

玉
川
村
観
光
振
興
計
画
に
基
づ

き
、
官
民
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
台
湾
か
ら
の
旅
行
客
等
の
誘

客
を
推
進
し
本
村
の
情
報
を
発

信
し
て
い
く
考
え
。

問

本
村
の
施
設
（
こ
ぶ
し

の
里
や
乙
な
駅
）
な
ど
を
ツ

ア
ー
に
盛
込
む
、
誘
客
活
動
の

考
え
は
。

答
暮
ら
し
と
食
べ
物
の
組

み
合
わ
せ
、
テ
ロ
ワ
ー
ジ
ュ
と

し
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
は
と

て
も
大
事
、
こ
こ
で
し
か
食
べ

れ
な
い
も
の
を
提
供
す
る
こ
と

は
最
高
の
お
も
て
な
し
に
な

る
。参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問
情
報
・
魅
力
発
信
を
身
近

に
感
じ
る
更
な
る
取
組
み
な
ど

の
考
え
は
。

答　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、

「
も
っ
と
た
ま
か
わ
」
や
「
も
っ

と
た
ま
か
わwith

あ
に
ま
る
」

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
。
幅
広
く
玉
川
村
の
魅

力
を
発
信
・
拡
散
し
て
い
た
だ

質問に込めた想い
村の最重要課題である人口減少対策において、もっと魅力づくりを含め、た
まかわを身近に感じていただくような情報と魅力発信が必要と考える。

もっと、たまかわの魅力発信をもっと、たまかわの魅力発信を

佐
さ く ま

久間福
ふくお

男 議員

【振
り
返
っ
て
】
佐
久
間
福
男

こ
れ
で
満
足
す
る
こ
と
な

く
更
に
創
意
工
夫
で
本
村
の
魅

力
を
十
分
に
配
信
し
選
ん
で
も

ら
え
る
村
づ
く
り
に
取
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
再

認
識
し
た
。
今
回
の
一
般
質
問

に
お
い
て
、
感
触
の
あ
る
答
弁

を
い
た
だ
い
た
と
感
じ
た
。
今

後
の
取
組
み
で
、
少
し
で
も
実

現
出
来
れ
ば
と
期
待
す
る
。

く
参
加
型
事
業
を
進
め
て
い
る
。

役
場
職
員
を
情
報
発
信
員
と
し

て
、
村
の
魅
力
を
盛
り
込
ん
だ

名
刺
を
活
用
し
一
人
一
人
が
フ
ェ

イ
ス
to
フ
ェ
イ
ス
に
よ
り
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
る
。

問　
地
元
企
業
へ
の
魅
力
発
信

の
協
力
依
頼
な
ど
の
働
き
か
け

は
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

企
業
は
１
社
あ
る
。
協
力
が
得

ら
れ
る
範
囲
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
特
産
品
等
の
展
示
に
協
力

い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
。
今
年
度
は
状
況
等
確

認
し
な
が
ら
順
次
、
対
象
企
業
・

事
業
所
を
拡
大
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

空のふれあいエリア（空B）

き
な
が

研
究

て

き
た

空のふれあいエリア（空B）
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一
般
質
問

空家になっている小高住宅空家にな ている小高住宅

問　
玉
川
団
地
内
に
あ
る

集
会
所
は
ほ
と
ん
ど
使
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の

維
持
管
理
は
。

答　
昭
和
62
年
に
１
号
棟

の
建
設
と
同
時
に
入
居
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と

し
て
整
備
さ
れ
、
建
築
当

時
は
使
用
頻
度
も
多
く
、

目
的
が
果
た
さ
れ
て
い
た

が
、
現
在
は
殆
ど
利
用
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、

施
設
の
維
持
管
理
と
し
て

担
当
職
員
が
年
に
数
回
風

通
し
と
清
掃
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
集
会
所
は
、
入

居
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
思
考
を
考

慮
す
る
と
、
今
後
も
利
用

が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、

付
随
す
る
遊
具
施
設
や
藤

棚
を
含
め
、
必
要
性
、
利

用
方
法
、
維
持
管
理
方
法

等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
い
、
方
針
を
決
定
し
て

い
く
。

問

担
当
職
員
の
対
応
は

何
年
続
く
の
か
。
早
く
取
り

壊
し
た
り
、
用
途
変
更
し
て

今
の
時
代
に
あ
っ
た
利
用

方
法
、
例
え
ば
、
移
動
図
書

の
場
所
と
し
て
の
利
用
や
、

住
宅
地
内
の
子
供
の
遊
び

場
と
し
て
利
用
す
る
な
ど

の
考
え
は
な
い
の
か
。

答　
必
要
性
、
利
活
用
方

法
、
維
持
管
理
方
法
に
つ

い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
調
査
研
究
を
行
い
、

そ
の
方
針
は
今
後
決
定
し

て
い
く
。

問　
小
高
住
宅
は
空
き
室

が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

隣
接
す
る
旧
泉
保
育
所
跡

地
は
、
民
間
に
売
却
し
宅

地
化
さ
れ
住
宅
が
多
く
建

設
さ
れ
る
な
ど
、
土
地
と

質問に込めた想い
高度経済成長期の急激な社会環境の変化に追随する形で、建設された村営住
宅の多くは老朽化が進み、改修や更新、除却などが必要になる。早急に対策
をしなければ、人口減少社会を迎える現役世代の負担が増加する恐れ。

【振
り
返
っ
て
】
岩
谷
幸
雄

　

今
後
は
人
口
減
少
社
会

へ
の
突
入
と
い
う
大
き
な

社
会
構
造
の
変
換
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
。
人
口
減

少
に
伴
っ
て
、
一
人
あ
た

り
の
施
設
の
維
持
費
も
増

大
し
、
現
役
世
代
の
負
担

を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
し
て
ほ

し
い
。

公共施設、インフラ資産の整備に公共施設、インフラ資産の整備に

岩
い わ や

谷 幸
ゆ き お

雄 議員

玉川団地内集会所玉川団地内集会所

し
て
の
需
要
が
大
き
い
と

思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
考

え
は
。

答

現
在
進
め
て
い
る
公

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

改
定
業
務
の
結
果
を
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、
好
立
地
条

件
に
つ
き
住
宅
用
地
や
商

業
用
地
と
し
て
の
可
能
性

も
高
い
こ
と
な
ど
、
十
分
考

慮
し
た
上
で
決
定
す
る
。
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一
般
質
問

休耕農地を施設園芸就農者が耕運する様子

通りに面した住宅前の休耕農地通りに面した住宅前の休耕農地

問

遊
休
農
地
の
増
加
に

伴
い
生
じ
る
問
題
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
認

識
を
確
認
し
た
い
。

答　
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
な
ど
の
要

因
で
遊
休
農
地
が
増
加
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
が
、
そ
れ

に
伴
い
生
じ
る
問
題
と
し
て

は
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ

な
い
こ
と
で
雑
草
や
雑
木
が

繁
茂
し
、
病
害
虫
発
生
の
温

床
と
な
る
、
鳥
獣
の
す
み
か

と
な
り
周
囲
の
農
作
物
へ
悪

影
響
を
与
え
る
こ
と
、
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
を
誘
発
し
生
活

環
境
へ
の
影
響
も
与
え
て
し

ま
う
等
と
認
識
し
て
い
る
。

問

そ
う
い
っ
た
問
題
が
、

住
民
間
の
ト
ラ
ブ
ル
と
な
ら

な
い
か
懸
念
さ
れ
る
が
。

答

遊
休
農
地
が
荒
廃
し
、

様
々
な
問
題
が
原
因
と
な
り

所
有
者
間
で
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

な
が
る
懸
念
は
想
定
さ
れ

る
。
後
継
者
不
足
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
強
化
を
図
り
、
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
制
度
や
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

制
度
な
ど
の
活
用
、
玉
川
村

に
お
け
る
農
村
型
地
域
運
営

組
織
（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）
の
設

立
等
に
つ
い
て
も
調
査
研
究

し
て
い
く
。

問

遊
休
農
地
の
再
生
に
は

相
当
の
月
日
が
必
要
と
想
像

す
る
が
、
そ
れ
ま
で
問
題
に

ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
。

答

遊
休
農
地
を
発
生
さ

せ
な
い
視
点
で
取
組
ん
で
い

く
。
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
制
度
は
令
和
６

年
度
で
一
旦
切
れ
る
と
こ
ろ

だ
っ
た
が
、
中
山
間
地
域
対

策
協
議
会
と
し
て
農
林
水
産

省
や
財
務
省
に
も
直
接
出
向

き
延
長
・
更
新
を
訴
え
、
令

和
７
年
度
の
更
新
が
さ
れ

た
。
こ
う
い
っ
た
国
の
制
度

を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き

た
い
。

問　
農
地
バ
ン
ク
制
度
を

ど
う
評
価
す
る
か
。

答　
制
度
自
体
は
良
い
も

の
と
捉
え
る
が
、
玉
川
村
で

考
え
た
場
合
に
難
し
い
面
も

あ
る
。
問
題
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
を
分
析
・
検
証
し
、
制

度
の
周
知
も
し
っ
か
り
し
て

い
き
た
い
。

質問に込めた想い
様々な要因で遊休農地が増える今、遊休農地の再生対策の前に遊休農地がも
たらす課題を確認し、住民間のトラブルが精神的負担とならないよう、心理
的安全性を担保できる村づくりを目指してほしい。

【振
り
返
っ
て
】
小
針
善
誠

　

遊
休
農
地
が
荒
廃
し
、

様
々
な
問
題
の
引
き
金
と

遊休農地がもたらす課題の解決を遊休農地がもたらす課題の解決を

な
っ
て
い
る
。
住
宅
近
く
で

野
生
動
物
の
す
み
か
と
な
り

苦
労
し
て
い
る
、
施
設
園
芸

等
を
生
業
と
す
る
人
か
ら

は
、
病
害
虫
の
発
生
源
と
な

る
た
め
作
物
へ
の
影
響
を
考

え
、
無
償
で
耕
運
せ
ざ
る

を
得
な
い
、
と
い
っ
た
声
を

耳
に
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
人

と
人
の
繋
が
り
の
中
で
あ
る

程
度
解
決
さ
れ
て
き
た
、
ま

た
は
止
む
を
得
ず
対
応
す
る

し
か
な
い
な
ど
溜
飲
が
下
が

る
よ
う
な
状
況
で
は
な
く
と

も
、
問
題
が
大
き
く
な
る
こ

と
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

将
来
的
に
世
代
を
重
ね
、
移

住
者
な
ど
を
受
け
入
れ
て
い

く
と
、
大
き
な
わ
だ
か
ま
り

を
生
む
原
因
に
な
ら
な
い
と

も
限
ら
な
い
。

　

将
来
を
見
据
え
、
須
釡
村

長
と
課
題
認
識
を
そ
ろ
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
一
朝
一
夕

に
解
決
す
る
課
題
で
は
な
い

が
、
今
後
も
意
見
交
換
等
を

通
し
最
適
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

小
こ ば り

針 善
よしとも

誠 議員

休耕農地を施設園芸就農者が耕運する様子
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一
般
質
問

ワンフロアを仕切りツーフロアに
変えた須 放課後児童クラブ

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
は
あ
る
程
度
の
責
任
を
持

て
る
室
長
な
ど
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答　
常
駐
の
室
長
等
、
管

理
者
を
配
置
す
る
の
は
困
難

で
あ
る
た
め
、
主
任
と
い
う

立
場
を
設
け
、
児
童
ク
ラ
ブ

主
任
会
議
を
開
き
、
問
題
点

を
確
認
し
改
善
を
指
導
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
定

期
的
な
打
ち
合
わ
せ
や
指
導

を
徹
底
し
、
円
滑
な
運
営
が

図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
運
営
を
社
会
福
祉
法
人
玉

川
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
で

き
な
い
か
。

答　
専
門
の
知
識
を
持
っ

た
人
材
が
常
駐
し
て
、
責
任

を
負
う
こ
と
が
困
難
な
現
在

の
状
況
を
鑑
み
る
と
「
公
設

民
営
」
と
い
う
選
択
肢
も
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
運
営
方
法
が
適
し
て

い
る
か
具
体
的
な
方
向
を
調

査
検
討
し
て
い
る
。

問　
「
公
設
民
営
」
と
い
う

の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
伺
い
た
い
。

答　
「
公
設
民
営
」
と
い
う

の
は
村
が
施
設
等
を
設
置

し
、
運
営
に
つ
い
て
は
民

間
業
者
に
委
託
す
る
形
に

な
る
。
人
材
の
確
保
が
で

き
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
あ
る
。

問　
小
学
校
の
統
合
等
を

検
討
し
て
い
る
中
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
建
物
を
教

育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
エ

リ
ア
に
建
設
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
小
学
校
に
隣
接
す
る

こ
と
が
機
能
上
も
効
率
的
で

あ
る
。
園
小
中
の
連
携
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
こ
と
や
、
部

活
動
の
地
域
移
行
な
ど
、
放

課
後
の
活
動
な
ど
を
考
え
た

場
所
を
候
補
地
と
し
た
い
。

具
体
的
な
候
補
地
も
含
め
た

基
本
構
想
策
定
に
向
け
作
業

を
進
め
る
。

問　
現
在
の
須
釜
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
園
庭
は
と
て

も
狭
く
、
鬼
ご
っ
こ
や
縄

跳
び
な
ど
を
し
て
い
る
と
こ

【振
り
返
っ
て
】
円
谷
兼
一

今
後
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
運
営
主
体
等
が
見

え
て
き
た
こ
と
と
、
現
在

の
須
釜
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
運
営
等
が
よ
り
よ
く

変
化
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
問
題
意
識
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
し

て
い
る
。

放課後児童クラブ運営の統合は放課後児童クラブ運営の統合は

指
導
が
困
難
に
な
る
場
合
も

発
生
す
る
。
現
在
で
は
施
設

内
を
仕
切
っ
て
、
高
学
年
・

低
学
年
を
分
け
て
生
活
し

て
い
る
。
ま
た
、
室
内
の
適

切
な
過
ご
し
方
に
つ
い
て
検

討
・
実
施
し
て
い
る
。

質問に込めた想い
小学校の統合等を検討しているところで、放課後児童クラブも統合することが
望ましい。その運営主体と運営方法等を考える必要があると思います。また、
現在の須釜放課後児童クラブで問題が生じないか不安なため。

ろ
で
、
ボ
ー
ル
投
げ
や
ボ
ー

ル
け
り
を
し
て
い
る
。
優
秀

な
支
援
員
が
監
視
し
て
い
て

も
事
故
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
、
ボ
ー
ル
投
げ
や

ボ
ー
ル
け
り
は
即
刻
中
止
さ

せ
、
須
釜
小
学
校
の
校
庭
で

行
う
こ
と
が
最
善
か
と
思
う

が
ど
う
か
。

答　
「
適
切
な
遊
び
」
と
い

う
点
か
ら
考
え
る
と
事
故
防

止
や
安
全
面
な
ど
を
優
先

し
、見
直
し
を
考
え
て
い
る
。

現
在
、
可
能
な
こ
と
か
ら
実

施
し
て
い
く
よ
う
に
指
導
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
須
釜
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
部
屋
は
ワ
ン
フ
ロ
ア

で
あ
る
た
め
、
低
学
年
か

ら
高
学
年
ま
で
一
緒
に
活
動

し
て
い
て
、
何
が
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
だ
と
思

う
。
低
学
年
は
今
の
フ
ロ
ア

と
し
、
高
学
年
は
別
の
場
所

に
移
設
で
き
な
い
か
。

答　
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
全
学

年
が
一
緒
に
生
活
し
て
い
る

場
合
に
、
様
々
な
場
面
で
対

応
が
必
要
に
な
り
、
的
確
な

円
つむらや

谷 兼
けんいち

一 議員
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○は出席　×は欠席　空欄は担当外

　議員は、日頃からさまざまな行事に参加したり、活動を行っています。
　４月から６月までの議員活動をお知らせします。（個人の活動は除きます） 

議員活動のお知らせ

月 日 行事（活動）名
小
針
善

堀　

越

佐
久
間

円　

谷

岩　

谷

大　

羅

須　

藤
林
飯　

島

三　

瓶

石　

井

小
針
竹

4

1 年度始め式並びに職員人事異動辞令交付式 ○
4 議会広報編集特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○

7
小学校入学式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中学校入学式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 安全安心たまかわこぶし隊全体会（就改センター） ○ ○
14 議会広報編集特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○
18 石川地方町村議会議長会（石川町） ○

16
玉川村老人クラブ連合会総会（文化体育館） ○
福島空港活性化推進協議会　会計監査 ○

27 玉川村消防団春季検閲式（村民グランド） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5

7 福島県議長会理事・監事会（福島市） ○

8
議員打合せ会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
福島県町村議会議長会　県南議長会総会（鏡石町） ○

9 福島空港活性化推進協議会　総会（ホテル虎屋） ○
11 ライオンズクラブ第71回地区年次大会 ○

14
国道118号整備促進期成同盟会　会計監査 ○
石川地方町村監査委員協議会総会（石川町） ○

15
石川地方老人クラブ連合会総会（文化体育館） ○
花いっぱい運動協議会・代表者合同会議 ○

17 小学校運動会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
21 玉川村商工会　第64回通常総会（マーヴェラス末広） ○
23 石川地方生活環境施設組合議会臨時会（石川町） ○ ○ ○

27～28 全国町村議会議長会　議長・副議長研修会（東京都） ○ ○

30

議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議会全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議会広報編集特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○
玉川村シルバー人材センター定時総会（文化体育館） ○

1 村民球技大会（村民グランド・文化体育館） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6

2 花いっぱい運動定植作業（国道118号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 令和7年度（第１回）県町村議会議長会定期総会（福島市） ○

6～12 6月定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6
議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
総務産業建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

９ 文教厚生常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 予算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19
議会運営委員会研修（古殿町議会） ○ ○ ○ × × ○ ○
玉川村青少年育成村民会議総会（文化体育館） ○

20
石川地方町村議会議長会（石川町） ○
第77回福島県消防協会石川支部幹部大会（文化体育館） ○

21 「叙勲（旭日単光章）」の伝達式立合い ○
25 第40回石川郡ゲートボ―ル協会杯大会（すぱーく玉川） ○

27
議会広報編集特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○
国道118号整備促進期成同盟会総会（石川町） ○

29 東京玉川会総会（東京都） ○ ○



二元代表制とは？二元代表制とは？

議会・議員の役割議会・議員の役割

　議会と村長は、二元代表制の下で対等な関係でありつつ、互いに牽制
し合いながらも、玉川村の発展と住民福祉の向上を目指し、協力してい
くことが求められるよ！ 

■ 住民の代表 :
議員は、住民の代表として、村政に村民の意見を反映させる役割

■ 村政の監視 :
議会は、村長の村政運営を監視し、村民の利益を保護する役割

■ 意思決定 :
議会は、村政の重要な事項を審議・議決し、意思を決定する役割

■ 地域社会のあり方の議論 :
人口減少や高齢化が進む中で、多様な民意を集約して村のあり方を議論する役割

　国会は、内閣が国会の信任に基づいて成立していて、国会に対して責任を負う制度。
　これに対して、地方自治体は首長と議会の両方を住民が直接選挙で選ぶ二元代表制を
採用しているよ！
　一般的には、自動車のアクセルとブレーキに例えられるよ。
村長はアクセルとして前に進め、議会はブレーキとして暴走を防ぐ。どちらが欠けても、
うまく走れないような制度になっているんだね。

16令和７年７月24日発行
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と議員の役割と議員の役割
クックちゃんが
議会を解説！



〈議決機関〉 〈執行機関〉

議会の年間スケジュール議会の年間スケジュール

村議会の仕組み村議会の仕組み

　議会は年４回の定例会（３月、６月、９月、12 月）のほか、特定
の事件について審議が必要な場合に招集される臨時会があるんだね。
臨時会は村長や議長、または一定数の議員が請求することで招集が可
能だよ！

　地方自治体の議会は、住民が直接選挙で選んだ議員で構成され、地方
公共団体の意思決定を行う機関。
　議会は、首長である村長が提案する予算や条例案などを審議・議決し、
村政を監視する役割を担っているよ！

村　長村議会

村　民

17
議会だよりへの
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条例・予算などを提案する

議決・政策提案を行う

意見、要望を聴く 施策を実施する

選挙する 選挙する

新年度
予算審議

補正予算主な
審議内容

決算審査 補正予算 補正予算

条例

選挙選挙選挙すするる

民

するる

選挙挙選 するするるする

見、要要望を望を聴く聴くく要要望を望 聴く聴く

選選挙挙す

施策策施策施 を実を実施施

る

３
月
定
例
会

６
月
定
例
会

９
月
定
例
会

臨
時
会

12
月
定
例
会

議会のしくみ議会のしくみ議会を身
近に！



公立岩瀬病院企業団議会・須賀川地方広域消防組合議会
石川地方生活環境施設組合議会
定例会・臨時会レポート

〇 石川地方生活環境施設組合議会　　
出席者（円谷兼一議員、堀越美保議員、小針善誠議員）
令和７年第２回定例会／令和７年５月23日開催
　・石川地方生活環境施設組合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例　…　可決　　
　・石川地方生活環境施設組合職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例　…　可決
　・１号炉バグフィルタ更新工事請負契約の締結について　…………………………………　可決　　
　・令和７年度石川地方生活環境施設組合一般会計補正予算（第１号）……………………　可決

　当村議会から公立岩瀬病院企業団議会、須賀川地方広域消防組合議会、石
川地方生活環境施設組合議会、それぞれの議会議員として定例会等へ出席し
ているよ。
　今回は３月定例会以降に開催された議会の概要をお知らせするね。

　６月定例会に先立ち、５月 30日に議会運営委員会を開催し、会期や日程等を協議し、執行部から
提出議案の説明を受けました。
　６月 19日、議会運営委員が古殿町議会６月定例会の一般質問及び議案審議の議会傍聴を行い、議
会運営に関する取り組みについて理解を深めました。

　総務産業建設常任委員会に付託された請願
１件、陳情１件について、令和７年６月６日に委
員会審議を行い、請願１件については「採択す
べき」とし、陳情１件については「不採択とすべ
き」とそれぞれ採決しました。
　これにより本会議で審議結果について委員
長報告を行いました。その後、議員発議が提出
され採択された請願１件について、関係する大
臣宛てに意見書を提出しました。

　文教厚生常任委員会に付託された請願１件、
陳情１件について、令和７年６月９日に委員会
審議を行い、請願１件については「採択すべき」
とし、陳情１件については「不採択とすべき」と
それぞれ採決しました。
　これにより本会議で審議結果について委員
長報告を行いました。その後、議員発議が提出
され採択された請願１件について、関係する大
臣宛てに意見書を提出しました。

村の負担金 1億8,656万円村の負担金 1億8,656万円

付託された請願・陳情
採決結果

委員会 本会議
請願第４号
「国の『被災児童生徒就学支援等事
業』の継続と、被災児童生徒の十分
な就学支援を求める意見書」の提出
を求める請願書

採択
すべき 採択

陳情第１号
国に対し「選択的夫婦別姓制度の導入
を求める意見書」提出についての陳情

不採択
とすべき 不採択

付託された請願・陳情
採決結果

委員会 本会議
請願第３号
福島県最低賃金の引き上げと早期発効
を求める意見書提出の請願について

採択
すべき 採択

情第２号
国に対し「女性差別撤廃条約選択　
議定書のすみやかな批准を求める意
見書」提出についての陳情

不採択
とすべき 不採択

〇議会運営委員会

〇総務産業建設常任委員会

〇文教厚生常任委員会

会運営に関する取り組みについて理解を深めました。

〇〇総総務務産産業業建建設設常常任任委委員員会会

臣臣宛てに意見書を提出しました。 見書」提出についての陳情

〇〇文教厚生常任委員会
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　令和７年３月より、南須 字奥平地内のすがまプラザ住宅エリア（旧須 中学校グランド）の
販売がスタートし、一定の要件を満たした「村民ファースト販売」が実施されました。
第１弾として行われた「村民ファースト販売」では、５区画の販売に対し、６人の申し込みがあ
り、抽選会が行われました。
　また、宅地建物取扱事業者向けの販売を、全25区画を４エリアに分け、６月30日締め切りで
募集を行いました。
　今後、宅地を購入した宅地建物取引業者と村において協議会を設立し、相互協力により、地域
の発展及び住宅環境の向上を図っていきます。
　多くの方がお住いになり、賑わいが創出されることに期待が寄せられています。

すがまプラザ住宅エリアの状況について

　福島県町村議会議長会主催の令和７年度議会広報研修会が、令和７年７月１日（火曜日）にビッ
クパレットふくしま（郡山市）で開催され、本村からは６名の議員が参加しました。
　「戦略的広報と議会報づくりの型」と題して、一般社団法
人自治体広報公聴研究所　金井茂樹氏の講演がありました。
　議会だよりを作成するにあたって、レイアウトを工夫し
たり、写真を効果的に使用するなど、読み手のことを考え
た編集を心がけることがとても重要であると学びました。
　今後もより多くの住民の皆さまに読んでいただける議会
だよりを目指して、今回の研修で学んだことを活かしてい
きます。

伝わる、読んでもらえる議会広報紙へ（７月１日）

講師の話に熱心に聞き入る広報委員

〇バス停まで
　徒歩約５分（約200ｍ）
〇郵便局まで
　徒歩約５分（約200ｍ）
〇アーバンスポーツまで
　徒歩約８分（約500ｍ）
〇須釜小まで
　徒歩約８分（約500ｍ）
〇こども園まで
　車で約８分（約4.9㎞）
〇役場まで
　車で約９分（約5.6㎞）

すがまプラザ交流センター

アーバンスポーツたまかわ

須 郵便局郵郵須須 郵

ーババーババアーアー

す まプラザラザ交流すす まプラザザ交流すがまプラザザ交すがまプラザザ交流
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Vol.５Vo
玉中生とのワークショップ

広報委員
と

質問をするにあたって、皆さんいろいろな想いをもって、情報を集めるなど、苦労もたくさんあったよ
うです。もっと再質問をしたかった！という声がたくさんありました。

昨年 11月に初めて実施された中学生みらい議会。
一般質問に立たれた議員（生徒）の皆さんと振り返り
ながら、村執行部の答弁を大胆に採点！

答弁は 50点！でも給食センターに生ごみ処理
機が設置されることを聞いて成果は90点！！

我妻 佑飛 議員

高齢者が多くなっていく中での助け合いは大事。
質問をよく聴いて答弁されていた。

佐藤 優真 議員

部活動の地域移行を考えての質問だったが、教
育長の答弁は思ったようなものではなかった。

矢部 宗泰 議員

ネット環境の改善をお願いしましたが、改善さ
れて時間がかからなくなっているのでGood！

大野 　陸 議員

防災教室が行われていないこと、いつ、年に何
回やるのかといったことまで答えてほしかった！

小林 　楓 議員

乙な駅たまかわの来客数が減ってきているよう
に感じるので心配。ワークショップの実現を！

須  　蕾 議員
こども食堂だけでなく、普段から多くの人
が集まれる場所づくりを考えてほしい！

矢部 柚月 議員

具体例を挙げた質問だったが、質問の意図
を理解してもらえなかった。

小林 郁斗 議員

共生する再生可能エネルギーについて質
問。共感が得られたと感じる答弁だった。

大野 浩矢 議員

空き家をうまく利活用、交通アクセスの良
さを生かしたまちづくりをしてほしい。

樋口 真愛 議員

自分の体験を例に質問。村で実施している
イベント、時期など PRしてほしい。

矢部 桃菜 議員

具体例をあげて質問。もっと多くの課長か
ら考えや取組を聞きたかった。

矢吹 翔和 議員

みらい議会での質問の詳
細はこちらのリンクから
（議会だより178号）

みらい議会をふりかえってみらい議会をふりかえって 答弁は何点？
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ワークショップで中学生と交流する様子
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